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大元ウルス命令文の書式
松
??， ， ?宣告
はじめに
13～14世紀モンゴル支配時代の文書行政を特徴づける重要な史料に、各
ウルスの統治者によって発令された各種の命令文があるI）。 これらの命令
文は各支配領域における言語差や統治形態の差を示しつつも一定の類型を
持っているため、その背後に「モンゴル支配jという共通の求心力が働いて
いたことは容易に想像できる。近年、世界史におけるモンゴル支配の意義
が再検討されつつあるなかで、統治者の母語であるモンゴル語史料に基づ
き、モンゴルの中核を受け継いだ歴代大カーンの官房における文書行政を
研究することは、モンゴル的統治形態の原型を解明する有効な手段となる
であろう。
従来、 クピライ以前の壁代大カーンが執り行なった文書行政に関する史
料は極端に少なく、 1269年のパスパ字公布以前にモンゴル語で文書行政が
行なわれていた直接の証拠は知られていなかった。ところが1988年に『少林
寺聖旨碑Jが発現した結果、史料状況は激変した。この聖旨碑の第l裁には
1253年のモンケ聖旨、第2、第3裁には1261年と1268年のクピライ聖旨が各々
ウイグル字モンゴル語・漢文合壁で刻されていたため、モンゴル語による丈
書行政がモンケの時代から行なわれていたことが確実となったのである。
筆者らはこの聖旨碑を解読する過程で、第I裁のモンケ聖旨には未だ見ら
れない独特な書式が第2・第3哉のクピライ聖旨及びその後に発令されたパ
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スパ字モンゴル語の命令文に共通して存在することに気づき、 1260年にク
ピライの大元ウルスが成立すると共にモンゴル語命令文は徐々に定型化さ
れ始め、パスパ字公布を一大転機として定型化が完成したことを発見し、
これを「大元ウルス書式jと名付けることによって、クピライ登位以前に発
令されていた命令文や他の各ウルスの命令文と一線を画することを提唱し
た2）。これを承けて本稿では、大元ウルスの領域内で発令された様々な命
令文のうち、上述の第2・第3載を始めとするモンゴル語の36件を網羅的に
分析し、そこから「大元ウルス書式Jとして定型化し得る指標を具体的に抽
出し、モンゴル的支配体制のひとつの類型を提示したい。
1 .大元ウルス発令モンゴル語命令文リスト
すでに杉山1990a論文によって明らかにされているように、 1260年にクピ
ライが自ら大カーン位に就いてから1368年に順帝トゴンテムルが大都を追
われるまでの百余年の問、大元ウルスにおける文書行政を特徴づけたのは、
大カーンが自ら発令する聖旨（Mong.Jarliy3l）、男性皇族の発令する令旨（tige
～lingJi）、皇后・皇太后ら女性皇族の発令する藤旨（’iJi）、宗教上のトップで
ある帝師が発令する法旨（faJi）という一連の下行命令文である。史料は①モ
ンゴル語の文書原物と碑刻、②直訳体白話風漢文の碑刻・典籍、③文語・
吏臆漢文の碑刻・典籍・書簡、④チベット語の文書原物・碑刻・典籍とい
うかたちで伝存している。これらのうち、④に含まれる法旨はチベット人
帝師の発令であるためチベット語で起草された可能性が大きい4a）が、聖
旨、令旨、藤旨についてはモンゴル語で先ず発令され、発令対象者や対象
地域の需要に応じて漢語訳やチベット語訳が作成されたと考えるのが自然
であろう4b）。筆者が①のモンゴル語命令文を重視する所以はここにある。
ところで①と②を直接結びつける史料に、二言語による対訳形式で、モ
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ンゴル語原文とそこから直訳された白話風漢文からなる蒙漢合壁の碑刻が
ある。従来、モンゴル語世界と漢語世界を橋渡しする史料として最も注目
され、盛んに研究されてきたものである。しかしそこには、碑刻の形態で
しか伝存しないこの対訳史料が、その元となった文書の体裁や内容を忠実に
再現していないという落とし穴があった。この間題を解消する唯一の方法
は、①のうちでもモンゴル語文書原物に基づいて分析を始めることである。
モンゴル語文書原物については、ベリオによって1949年に発表されたい
わゆる「シャルゥ文書jの中の1件5）が長い間学界に知られているのみであっ
た。ところが1981年以降、中国のモンゴル学者ジョーナスト氏によって広
東南華寺と北京民族文化宮図書館に計7件のパスパ字モンゴル語文書原物が
あることが明らかにされ、さらに1992年、チベット自治区ラサ市に4件の文
書原物があることが新たに報告され順次公表されるに及んで、、今やモンゴ
jレ語命令文の研究を文書原物12件に就いて行なうことが可能となっている。
本稿では、これら12件の文書原物を中心にすえ、さらにそれを補う碑刻24
件、計36件のモンゴル語命令文を対象として書式と表現形式を分析する。
モンゴル時代命令文の書式については、冒頭の3行定式を分析したコト
ヴィッチ以来、多くの研究が存在する6）。中でもシュー Schuhは中世ヨー
ロッパの外交文書に対する要素分析法を適用してモンゴル時代命令文の内
部構造を分類したものとして、注目に値するが、その分析はチベット語訳さ
れた命令文や書簡を主対象としたものであるため、なお検討を要する。
次頁以下、すでに公表されている大元ウルス発令のモンゴル語命令文36
件7）について、発令年月日、発令対象地と対象者、使用文字、対訳の有
無、発令者名と命令のタイプ、残存形態、発令地、資料の現在地、碑面の
大きさ、碑刻の形態、印璽の有無・大きさ・朱墨の別・テキスト、改行形
式を示す。発令対象地と対象者が複数に及ぶものは適宜省略しである。資
料の現在地に「現存jとしたものは現地で所在を確認できたものである。
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大元ウルス発令モンゴル語命令文リスト（年代JI蹟）
略号 I: Jarliy （聖旨） L: lingJi （令旨） F: faJi （法旨） I: 'iJi （慾旨）
UM : Mongolian in Uighur script PM : Mongolian in’Phags pa script C : Chinese 
M : Mongolian Ins. : Inscription on a stele Doc. : Document 
[1] (j : UM IC, Ins.) トリ年（中統2年辛酉、西暦1261)6月初1日、河南府路嵩山少林
寺、少林長老（福裕）ら宛てウイグル字モンゴル文・直訳体漢文合壁クピライ Qubilai聖旨
(Jarliy）碑。開平府にて発令。（河南省登封！際少林寺（現存）聖旨碑の第2裁；51.5×
101.5cm （中村・松Jl1993）；表裏合壁；印璽なし；改行：平出）
拓影道布・照那斯園 1993b,plate. (Mのみ）
写真中村・松川 1993,pis. Ill(M), IV(C). 
紹介王雲賓 1988.
録文：中村・松川 1993,pp. 34-37；道布・ R百那斯国l993b, pp. 65・66.
研究・中村・松川 1993；道布・照那斯圃 1993a,1993b, pp. 65-71. 
漢文：中村松Jl1993, p. 39；道布照那新聞 l993b, pp. 66-67. 
[2] (i : UM IC, Ins.) タツ年（至元5年戊辰、西暦1268)1月25日、河南府路嵩山少林寺、
足庵瀞（粛）長老宛てウイグル字モンゴル文・直訳体漢文合壁クビライ Qubilai聖旨
(Jarliy）碑。コケアグラK凸keayula（青山見）にて発令。（河南省登封勝、少林寺（現存）聖
旨碑の第3裁；55.5×llOcm （中村・松Jl1993）；表裏合壁；印璽なし；改行：平出）
拓影・道布・照那斯闘 1994,plate. (Mのみ）
写真中村・松J11993, pl. V(M), VI(C) 
紹介王雲資 1988.
録文 中村・松川 1993,pp. 41-45；道布・照那斯岡 1994,pp. 32-33. 
研究：中村松川 1993；道布照那斯園 1993a,1994, pp. 32-37. 
漢文：中村松川 1993,pp. 46-47；道布・照那斯園 1994,pp.33-34. 
[3] (L : PM IC, Ins.) ネズミ年（至元13年丙子、西暦1276)1月26日、龍門馬王廟、董虞
人宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁安西王マンガラMangyala令旨（iige）碑。
京兆府にて発令。（侠西省韓城｝際；上下合壁；改行：拾頭－平出）
拓影：Chavann田 1908,planche 19; Poppe 1957, plate l, pp. 48-49の問に挿入（Mのみ）；北図
vol. 49, p. 14；！照那斯周 1991,p. 124 
研究： Lewicki1937, pp. 16-19 ; Poppe 1957, pp. 46-47 (I), 67-90；亦郊翼（Yekemingyata1
Irincin) 1963 (=1983, pp. 359-381) ; Ligeti 1972b, pp. 20-24；照那斯圏 1991,pp. 123-127. 
漢文： Chavannes1908, pp. 376-378，察 1955,23・' p. 25，入矢 1956,pp. 197, 212 , 3orpaφ 
1984, pp. 91-93；照那斯国 1991,p. 127 
[4] (i : PM, Doc.) ウシ年（至元14年丁丑、西暦1277；，ないしは至元26年己丑、西暦
1289) 1月30目、チベット、ルン Rung地方、ルハジ、エ・センゲペ［ル］ !Ha rje Seng ghe 
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dpa[l］宛てパスパ字モンゴル文クピライ Qubilai聖旨 (Jarliy）原物。大都にて発令。（中
湖西蔵現蔵；56×232cm(Siingriib 1990b）；印璽（朱）「御前之賓J3ヶ所（！Scm角）；改
行：平出）
写真： JinZhou (ed.) 1981, p. 33写真の右半分（第14行下～第四行のみ） ; Bosson 1985, p. 17 
σm Zhouの写真を拡大して転載）；〈裁族簡史〉編写組 1985.口絵写真σinZhouの写
真と同じもの） ; Siingriib 1990b, pp. 6-7 （文書全体のコピー ），照那斯圃 1991,p. 12. 
研究： Bosson1985, pp. 15-19 , Siingriib 1990弘pp.4-10' ！照那斯園 1991,pp. 11-15. 
[5] (i : PM IC, Ins.) タツ年（至元17年庚辰、西暦1280・・・年代比定は杉山1990a論文） 11 
月初5日（整屋重陽寓言警官）李道謙宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁クピライ
Qubilai聖旨(Jarliy）碑。大都にて発令。（険西省周屋揮系重陽著書官碑林・現存；上下合
壁；印璽「御賓」4ヶ所（Mのみ）；改行：王子出）
拓影： Haenisch1940, Tafel 3 (M), 4 (C）；照、那斯圏 1991,p. 22 (Mのみ）
研究： Haenisch1940, pp. 60 61, 65 66, 71 73 ; Ligeti 1972b, pp. 25 31；杉山1990,p.25，照
那斯園 1991,pp. 21-27. 
漢文： Haenisch1940, pp. 60 61, 65 66；察 1955,2・ ' p.23；入矢 1956,p. 212；照那斯圏
1991, p. 27. 
[6] (L: PM, Ins.) 至元或拾年（焚未、西暦1283)4月23日に執照、永蕎！孫呉山寺宛ての
安西王（λnanda）白話風漢文令旨碑末尾に添えられた8月15日パスパ字モンゴル文禁
止命令。発令地不明。（侠西省永蕎懸）
拓影 Bonaparte1895, XII, planche I ; Poppe 1957, plate v；照那斯圃 1991,p. 129. 
研究： Deveria1896, p. 7-18; Poppe 1957, pp. 56-57 (V); Ligeti 1972b, pp. 32-33；照那斯圏
1991, pp. 128-130. 
（漢文： BangI Deveria 1896, p. 18-30；察 1955,29・， p.31.) 
[7] (i : PM IC, Ins.) ウシ年（至元26年己丑、西暦1289；ないしは至元14年丁丑、西暦
1277) 1月25日、太原府石壁寺、安僧録宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁クピ
ライ Qubilai聖旨(Jarliy）碑。大都にて発令。（山西省交城県系玄中寺・現存；101×71cm
（実測）；表裏合壁；印璽Iba’oJ3ヶ所（M），「賓jlヶ所（C）；改行：平出）
拓影：常盤大定・関野貞『支那文化史蹟J8 （再版『中国文化史蹟』8、1976),p. 65，小沢1962,
pp. 10-11の間に挿入（Mのみ） ; Franke 1966, p. 50 (M), p. 54 (C)，照那斯圃 1991,p. 7 (M 
のみ）．
研究：小沢1962,pp. 9-33 ; Franke 1966, pp. 49-57 ; Ligeti 1972b, pp. 34-37；照那斯圃 1991,
pp. 6-10. 
漢文：小沢 1962,pp. 30-32，照那斯園 1991,p. 10. 
[8] (i : PM, Ins.) ウシ年（至元26年己丑、西暦1289)6月初3日、夜州華巌海水泉騨寺
Cen l?Juq balを長とする仏僧たち宛てパスパ字モンゴル文クピライQubilai聖旨(Jarliy)
碑。上都にて発令。（甘粛省淫州揮系；改行：平出）
拓影察 1986a,p. 243；照那斯園 1991.p. 17 
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移録：張維 I離右金石録J5. 
研究：察 1986a,pp. 231-243；照那斯園 1991,pp. 16・20.
[9] cJ: PM/C，加．） ウマ年（至元31年甲午、西暦1294・・・年代比定は碑陰「大徳三年（西
暦1299）立石jに基づく） 6月12日、大都路菊州平谷理事瑞焼山興隆寺、浄巌都老；法巌寺、
太章老輿畳宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁成宗テムルTemiir聖旨Garliy)
碑。上都にて発令。（北京市平谷勝太后村・現存；159×83cm（実測）；表裏合壁；印璽な
し；改行：平出）
拓影：照那斯画 1991,p. 34 (Mのみ，碑額を欠く）
研究：照那斯圃 1991,pp. 33-37. 
漢文： inedited.(Cf.中村・松川 1993,p. 14) 
[10] cJ: PM/ C, Ins.) イヌ年（大徳2年戊成、西暦1298)3月初3目、（彰徳島）林州賓巌
禅寺太平輝寺、玉峰茂長老宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁成宗テムル
Temiir聖旨Qarliy）碑。 Dalanbulaq （七十箇井児）にて発令。（河南省林勝鉄谷賓巌寺；
上下合壁；印璽なし；改行：平出）
拓影： j察美彪 1995，圃版階．
研究：奈美彪 1995,pp. 376-380, 360. 
[11] cJ : PM, Doc.) ウシ年（大徳5年辛丑、西暦1301)2月25日、チベット、ツェルパ臼l
baのGon-rge-1地方、Samgrub sin kiを長とするタルニチたち宛てパスパ字モンゴル文
成宗テムル Temiir聖旨(Jarliy）原物。大都にて発令。（西栽自治直文物管理委員曾所
蔵；58×220cm(Siingriib 1990b）；印璽（朱H御前之賓J3ヶ所（！Scm角）；改行：平出）
写真： JinZhou (ed.) 1981, p. 33写真の左半分（第16行～第19行と第20行の下のみ） ; Bosson 
1985, p. 17 (Jin Zhouの写真を拡大して転載）；〈蔵族簡史〉編寓組 1985，口絵写真（Jin
B旧uの写真と同じもの） ; Siingriib 1990b, pp. 8-9 （文書全体のコピー）；照那斯潤 1991,
p. 29 （文書全体のコピー）
研究： Bosson1985, pp. 15-19 ; Silngrilb 1990b, pp. 4-10；照那新国 1991,pp. 28-32. 
[12] (L : PM, Ins.) ウサギ年（大徳7年発卯、西暦1303)3月29日、平陽路河中府河東
豚延酢寺、珍吉祥・城E容院主宛てパスパ字モンゴル文セウセSe’iise令旨（iige）碑。大都
にて発令。（山西省丙城県系磨潤村；裏面に漢訳なし；印璽「？（漢字4字）J2ヶ所；改行：拾頭）
拓影：察 1986b,pp. 46-47の聞に挿入；照那新国 1991,p. 132. 
研究：察 l986b, pp. 45・56，照那斯画 1991,p. 131-136. 
[1勾 (L: PM, Doc.) ヘピ年（大徳9年乙巳、商暦1305)9月30日、チベット、ツァン地方、
シャルゥ Zhalu寺、 rDorje dbang chug !crags pa rgyal mtsan宛てパスパ字モンゴル文懐
寧王ハイシャン Haysan令旨（註ge）原物。ジラムトゥ Jiramutuにて発令。（いわゆるZhalu
文書のIつ；西蔵自治麗文物管理委員曾所蔵；印璽「（yyay-nili.y幼 yin懐寧王印）J 3ケ
所；改行：平出・拾頭）
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写真： Tucci1949, p. 622；照那斯圏 1991,p. 138. 
研究： Pelliot1949, pp. 621-624 ; Ligeti 1972b, pp. 38-42；森 1975,pp. 223-226；月aM/IHH-
cypaH 1986, pp. 108-116；照那斯圏 1991,pp. 137-141. 
[14] (j : PM IC, Ins.) ネズミ年（皇慶元年壬子、西暦1312)2月28日、大名路の Lim-ci
寺；溶州金山嘉祐耀寺、華雲（？）寺の”Ung長老ら宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢
文合壁アユルパルワダAyurbarwada聖旨Qarliy）碑。大都にて発令。（原碑の所在地不
明；S首ngrtib論文は鶴壁市博物館所蔵拓本に基づく）
拓影： inedited.
著録： Siingriib1994, pp. 18”21. 
録文： Siingriib1994, pp. 21・2 3 
研究： Siingriib1994, pp. 17-23 
漢文： inedited.
[15] (j : PM IC, Ins.) ネズミ年（皇慶元年壬子、西暦1312)3月13日、河南府嵩山祖庭
少林語草寺その他の寺々の長老らを長とする仏僧たち宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢
文合壁アユルパルワダAyurbarwada聖旨（｝arliy）碑。大都にて発令。（河南省登封豚少
林寺（現存）聖旨碑の第4裁；62.5×118.0cm；表裏合壁；印璽なし；改行：平出）
拓影：道布・照那斯園 1994,plate. (Mのみ）
写真中村・松川 1993,pls. VII-VIII. 
紹介王雲賓 1988.
録文・中村・松川I1993, pp. 48-51；道布・照那斯回 1994,pp. 37-38. 
研究 中村・松川 1993；道布・照那斯国 1993a,1994, pp. 37-40 
漢文・中村・松JI1993, pp. 52-53；道布・照、那斯園 1993a,1994, pp. 38-39. 
(16] (j : PM, Doc.) 西暦1312～1317年の聞のいつか、曹渓賓林山南華鵡寺所属の諸
寺院、福心引簸慈済大師徳街長老宛てパスパ字モンコ守ル文アユルパルワダ
Ayurbarwada聖旨Qarliy）原物。表装ミスにより末尾を欠く。（蹟東曲江南華寺所蔵；印璽
3ヶ所；改行：平出）
写真．照那斯園 l982b, pp. 230-231；楊鶴書 1982,p. 41；康東省博物館（編） 1990，写真
52, 53，照那斯国 1991,p. 62 
研究照那斯園 1982a，照那斯間 1982b,pp. 221-232，楊鶴書 1982,pp. 40-48；照那斯園
1991, pp. 61-65. 
[17] <J: PM, Doc.) 西暦1312～1317年の聞のいつか、国覚寺の仏僧宛てパスパ字モン
ゴル文アユルパルワダ、Ayurbarwada聖旨 (Jarliy）原物。［16］と混在する表装ミスにより
[ 16］と同様に末尾を欠く。（庚東曲江南華寺所蔵；印璽2ヶ所；改行：平出）
写真・照那斯園 1982b,pp. 231-232；楊鶴書 1982,p. 41；庚東省博物館（編） 1990，写真53
（ただし第17行は見えない）；照那斯国 1991,p. 67. 
研究：照那斯園 1982a，照那斯［劃 1982b,pp. 221 232，楊鶴書 1982,pp. 40-48；照那斯圏
1991, pp. 66同70.
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[18] (i : PM IC, Ins.) トラ年（延祐元年甲寅、西暦1314)4月15日、異定路元氏！際関化
寺、通i野英燥大師議主堅吉祥らを長とする仏僧たち宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢
文合壁アユルバルワダAyurbarwada聖旨(Jarliy）碑。大都にて発令。（河北省元氏！際；
上下合壁；印璽なし；改行：平出）
拓影：民国『元氏！際志』， Sugiyama1987, pl. 2；察 1988,p. 843，杉山1990,plate l；北図
vol. 50, p. 142；照那斯国 1991,p.39. 
研究.Sugiyama 1987, pp. 17 24；察 1988,pp. 842-845；杉山 1990,pp. 8-24，照那斯嵐 1991,
pp. 38-42. 
漢文：察 1955,63・’ p.65，亦郷翼 1982,p. 174 , 3orpaφ1984, pp. 105-106；察 1988,
p. 845；杉山 1990,pp. 22-24；照那斯箇 1991,p.42. 
[19] (i : PM IC, Ins.) トラ年（延祐元年甲寅、西暦1314)7月28日、奉元路大重陽寓書宮
の道土たち宛てパスパ字モンゴ、ル文・直訳体漢文合壁アユルバルワダ、Ay百rbarwada聖
旨(Jarliy）碑。チャガー ン・ツァン Cayan-can（察~倉）にて発令。（険西省局屋綜大重陽
寓霧宮碑林・現存；印璽｛賓J3ヶ所（M）；改行：拾頭）
拓影： Bonaparte1895, XII-3 （碑額を欠く） ; Poppe 1957, plate I (Mのみ）；照那斯国 1991,
p.49 (Mのみ）／組踊『石墨鋳葉jp. 6 （録文のみ）
研究 Gabelentz 1839, pp. 1-21, 1840, pp. 225-227 ; Wylie 1862, pp. 461-471 ; Pauthier 
1865, pp. 772 774, 1870, pp. 41-50, 1897, pp. 87-116 , Deveria 1896, pp. 40-42 ; Lewicki 
1937, pp. 20-23 , Poppe 1957, pp. 48 50 (I）；長田 1949,pp. 21-30 ; Ligeti 1972b, pp. 43-
48；照那斯園 1991,pp. 48-52. 
漢文越幅『石墨鎖華J; Eo6poBHHKOB 1870, pp. 30-50 ; Chavannes 1904a, pp. 422-426, 
1904b, pp. 81-82；鴻 1932,pp. 40 41，長田 1949,pp. 24-30；察 1955,64" ' p.66；入矢
1956, pp. 197-198, 203；中野 1971,pp. 145-157 ; 3orpaφ1984, pp. 97 99，陳垣（編）
1988, p. 743；照那斯嵐 1991,p. 52. 
[20] (i : PM IC, Ins.) トラ年（延祐元年甲賞、西暦1314)7月28日、（整屋重陽高等宮）孫
徳或宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁アユルパルワダ、 Ayurbarwada聖旨
(Jarliy）碑。チャガーン・ツァンむyan-cati.（察~倉）にて発令。（侠酋省周屋勝大重陽寓書
官碑林・現存（第2、第3裁）；上下合壁；印璽「賓J6ヶ所；改行：平出）
拓影・ Haenisch1940, Tafel I；照那斯園 1991,p. 54. 
研究； Haenisch1940, pp. 58-59, 62-63, 66-70；田中 1962; Ligeti 1972b, pp. 54-61；照那斯国
1991, pp. 53-60. 
漢文：武樹普『際酋金石志』 28 I 12b-13b；察 1955,66' ' p.68；入矢1956,p. 207；田中
1962; I凍垣（編） 1988, pp. 742-743；照那斯圏 1991,p. 60. 
[21] (i: PM IC, Ins.) トラ年（延祐元年甲実、西暦1314)7月28日、彰徳路安陽豚善感儲
祥宮、棟道明宛てパスパ字モンゴ、ル文・直訳体漢文合壁アユルバルワダ Ayurbarwada
聖旨(Jarliy）碑。チャガー ン・ツアン Cayan-ca白（察竿倉）にて発令。（河南省安陽豚；上下
合壁；印璽なし；己主行：平出）
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拓影： Chavannes1908, planche 24 ; Poppe 1957, plate II (Mのみ） ；察 1955，挿図 4；照
那斯国 1991,p. 44 (Mのみ）
研究： Lewicki1937, pp. 20-23 ; Poppe 1957, pp. 51-53 (Ill), Ligeti 1972b, pp. 49-53；照那斯
国 1991,pp. 43-47. 
漢文：『安陽金石録』； Chavannes1908, pp. 407-408，鴻 1932,pp. 41-42；察 1955,65'' 
p. 67 , 3orpa中1984,pp. 99-101，照那斯圃 1991,p. 47 
[22] (i : PM IC, Ins.) ウマ年（延祐5年戊午、西暦1318)4月23日、奉元路部陽勝光岡寺
その他諸寺の福講主ら宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁アユルバルワダ
Ayurbarwada聖旨(Jarliy）碑。上都にて発令。（侠西省都揚懸；同璽？；改行：平出）
拓影 Chavannes1908, pis. 25, 26；照那斯圃 1991,p.72 (Cのみ）
研究： Lewicki1937, pp. 23 26；山崎 1954,pp. 111-119 ; Ligeti l 972b, pp. 62-66；照那斯闘
1991, pp. 71-75. 
漢文：武樹普『侠西金石志J28 I 15a. b. ; Chavannes 1908, pp. 408-410 ; ；馬 1932,pp. 51-
52；察 1955,72・＇p. 75；照那斯国 1991,p. 75. 
[23] (I : PM, Doc.) サル年（延祐7年庚申、西暦1320)9月15日、チベット、タクパ・ギヤル
ツェン Gragspa rgyal mtsan宛てパスパ字モンゴル文ダギDagi皇太后愁旨（’iji）原物。
大都にて発令。（西戴自治直文物管理委員曾所蔵；印璽3ヶ所；改行：平出・拾頭）
写真照j[S斯層 1991,p. 114. 
研究．照那斯圃 1991,pp. 113-117 ; ialsan 1992, p. 66. 
[24] (F : PM IC, Ins.) トリ年（主治元年辛習、西暦1321)10月15目、大名路溶州大陸
山天寧寺、講主朗吉祥宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁クンガー ・ロドゥー ・ギヤ
ルツェン・ペルサンポ Kundga’blo gros rgyal mtshan dpal bzang po法旨（faji）碑。大都
にて発令。（河南省湾！際；上下合壁；印璽ワ；改行：平出・拾頭）
拓影北図 vol.49, p. 108；照那斯箇 1991,p. 143. 
研究：常風玄（照軍断固） 1984, pp・50ι511；照那斯国1”l,p. 142-1伺；中村1朔， p.62.
漢文：熊象階『溶理系金石録J2; Chavennes 1908, pp. 410 413 ; ；馬 1932,pp. 52-54，察
1955, 74・’ p.77；入矢 1956,pp. 198, 22ト222，常風玄 1984,pp. 510司511，照那斯圃
1991, p. 146. 
[25] (I : PM IC, Ins.) トリ年（至治元年辛酉、西暦1321)11月初10日、保定路易州龍興
親その他道観の王進善たちを長とする道士たち宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合
壁ダギDagi皇太后蕊旨（’iji）碑。大都にて発令。（河北省易！際；印璽なし；改行：拾頭）
拓影： Eo6ponHHKOB1870; Poppe 1957, plate IV (Mのみ）；照那斯圏 1991,p. 119 (Mのみ）
研究： Eo6po間町OB1870, pp. 116-129; Poppe 1939, pp. 239-243, Poppe 1957, pp. 54担
任V),96-100 ; Ligeti l972b, pp. 67-72；照那斯圏 1991,pp. 118-122. 
漢文： j察 1955,75・ ' p.78；入矢 1956,p. 208 ; 3orpaφ1984, pp. 101 103，照那斯圃
1991, p. 122 
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[26] (J : PM, Doc.) 至治三年プタ年（発亥、西暦1323)6月初3日、カルマパ Karmapa 
仏僧宛てパスパ字モンコ守ル文スイデイバラ Sidibala聖旨 (Jarliy）原物。上都にて発令。
（所在不明；印璽「御前之賓J4ヶ所；改行：平出）
写真： Junast1987, p. 311；照那斯園 1991 p. 77. 
研究： Junast1987, pp. 309-313；照那斯圏 1991,pp. 76-81. 
[27] cJ : PM, Doc.) 泰定元年ネズミの年（甲子、西暦1324)3月13日、ド・カム mDo
Khams地方の Ri’0c'e伊寺の仏僧たち宛てパスパ字モンゴル文イスンテムル Yisiin-
temiir聖旨(Jarliy）原物。（西蔵自治直檎案局所蔵）
写真： inedited.
紹介： jayunasutu 1992 （第6回国際モンゴル学者会議発表原稿）
著録： iayunasutu1993, pp. 96-98. 
研究： iayunasutu1993, pp. 94-102. 
[28] <J : PM, Doc.) 泰定元年ネズミの年（甲子、西暦1324)10月23日、 Jasidan寺の
Sodnam-Jalsan, OdcerJalsanを長とする仏僧たち宛てパスパ字モンコ事ル文イスンテムル
Yisiin temiir聖旨(Jarliy）原物。（西裁自治匿檎案局所蔵）
写真： inedited.
紹介： Jayunasutu1992 （第6回国際モンゴル学者会議発表原稿）
著録： Jayunasutu1994, pp. 5 7.
研究： Jayunasutu1994, pp. 4-10. 
[29] <J : PM, Doc.) タツ年（致和元年戊辰、西暦1328・・・年代比定はJayunasutu1992, p. 1) 
3月23日、オドセルニギヤルツエン Odzer rgyal mtsanを万戸長に任命するパスパ字モ
ンコ。ル文イスンテムル Yisiin-temiir聖旨(Jarliy）原物。大都にて発令。（西裁自治医棺案
局所蔵）
写真： inedited.
著録： iayunasutu199 2 （第6回国際モンゴル学者会議発表原稿）， p. 3 
研究： Jayunasutu1992 （第6回国際モンゴル学者会議発表原稿）
[30] <J : PM IC, Ins.) 元統三年プタ年（乙亥、西暦1335)7月14日、益都路勝州郡勝緑
山仙人高蕎宮、李道実らを長とする道士たち宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁
トゴンテムル Toyontemiir聖旨 (JarIiγ）碑。上都にて発令。（山東省鄭j際；上下合壁；改
行：平出）
拓影： Sugiyama1988, plate，杉山 1991,pis. 1-2，照那斯園 1991,p. 83. 
研究： Sugiyarn a 1988；杉山 1991；照那斯園 1991,pp. 82-88. 
漢文：察1955,83・， p.87；入矢1956,p. 208；杉山1991,p. 51-52；照那斯間 1991,p. 8. 
[31] <J : PM IC, Ins.) （後）至元二年ネズミ年（丙子、西暦1336)7月12日、作梁路許州
天賓宮、王清貴を長とする道士たち宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁トゴンテム
大元ウルス命令文の書式
ルToyon-temiir聖旨Qarliy）碑。上都にて発令。（河南省許昌！際；改行：拾頭）
拓影：照那斯園・道布 1984,plate (Mのみ）；照那斯圃 1991,p. 90 (Mのみ）
研究：照那斯国・道布 1984,pp. 49-54；照那斯国 1991,pp. 89-93. 
漢文：照那斯周・道布 1984,pp. 51-52；照翌日斯圏 1991,p. 93. 
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[32] (L: UM, Ins.) （後）至元六年タツ年（庚辰、西暦1340)1月25日、錆竹寺宛てウイ
グル字モンゴル文アルグAruy令旨（iigeI lingJi）碑。観音閣にて発令。（雲南省昆明市；
印璽なし；改行：拾頭）
拓影： JiyecaH6an11aH1962, plate ; Cleaves 1964 1965, plate ; Kara 1964, planche I-II ，包祥
1980, plate ; Dobu 1983, p田308；北図 vol.49, p. 49. 
研究 JiyecaH6印刷＇ 1962;Cleaves 1964-1965 ; Kara 1964; Ligeti 1972a, pp. 59-61；包祥
1980；方図稔 1984pp.1068-1087；方齢貴 1990.
[33] (j: PM, Ins.) 至正二年（壬午、西暦1342）月日を欠く。青羊宮宛て（？）パスパ字モン
ゴル文トゴ、ンテムル Toyon-temiir聖旨Qarliy）碑。発令地を欠く。（四川省成都市四川省
博物館所蔵；改行：平出）
拓影：韓 1982,p. 124；照那斯国 1991,p. 95. 
研究：韓 1982,pp. 123-135；照那斯闘 1991,pp. 94-98. 
[34] cJ : PM IC, Ins.) 至正十一年ウサギ年（辛卯、西暦1351)2月28日、奉元路大重陽
著書宮、焦徳i閏を長とする道士たち宛てパスパ字モンゴル文・直訳体漢文合壁トゴンテム
ルToyon-temiir聖旨 (Jarliy）碑。大都にて発令。（険西省周屋勝大重陽寓蕎宮碑林に
現存；左右合壁；印璽「賓」2ヶ所（M）；改行：拍頭）
拓影： Haenisch1940, Tafel 2 (Mのみ）；北図 vol.50, p. 117；照那斯周 1991,p. 100仰のみ）
研究： Haenisch1940, pp. 59-60, 63-64, 70-71 ; Ligeti 1972b, pp. 77-82，照那斯闘 1991,
pp. 99-105. 
漢文：察 1955,89" ' p.93；入矢 1956,p. 198；陳垣（編） 1988, p. 808；照那斯国 1991,p. 105. 
[35] (j : PM, Doc.) 至正二十二年トラ年（壬寅、西暦1362)2月30日、Yondon Jalsanを
招討使に任命するパスパ字モンゴル文トゴンテムルToyon-temiir聖旨(Jarliy）原物。詳
細不明。（西裁自治医檎案局所蔵）
写真.inedited目
紹介： Jayunasutu 1992 （第6回国際モンゴル学者会議発表原稿）
[36] cJ : PM, Doc.) 至正二十八年サル年（戊申、西暦1368)2月21日、シヤルゥZhaJu 
寺、イェシエ・クンガー Yeshes kun dga’宛てパスパ字モンゴル文トゴンテムル Toyon”
temiir聖旨 (Jarliy）原物。大都にて発令。（西蔵自治直文物管理委員曾所蔵；59×
430cm；印璽「御前之賓J5ヶ所；拾頭：平出）
写真： Stingrtib1990a, p. 34；照那斯園 1991,p. 10ヴ
研究： Stingrtibl 990a, pp. 30-37；照那斯園 1991,pp. 106 112. 
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2.大元ウルス発令モンゴル語命令文の書式
図1の左側はリストの［11 J、成宗テムルがウシ年（大徳5年辛丑、西暦
1301)2月25日に発令した聖旨の一部であり、軸装された文書原物の形態を
示す唯一の写真である8）。 下、ー
の聖旨はその後スンルブ、 R百
那斯園によって全体のフォト
コピーイすきで個別に釈読され
た（図2）。因みにSiingriibl 990b 
論文は文書原物の大きさ（縦
58cm、横220cm）を初めて伝え
ている点で重要である。写真
に基づいて朱角印の大きさを 図1 聖旨原物の写真
計算すると約15cm角であることがわかる。先ずこの文書の転写を示し、次
にモンゴル語原文のニュアンスを生かした訳を与えつつ、 シュー Schuh
1977によって示された内部構造の分類を踏まえて書式を分析してみよう。
01 m飴kl!deilri-yin kl!ci任 dir
02 ye主esu Jali-yin 'ihen-d首r
03 qan Jarliq manu 
04 eeri’id-in noyad-da 
OS cerig haran-a balaqa-
06 d-un daruqas-da noyad-da 
07 yorciqun yabuqun elcin-e diilqaqui 
08 Jarliq 
09 Iilgis qan-u ba Ok凸<leiqan-u ba 
10 Secen qan u ba Jarliq-dur doyid erke’id sen-
1 sl白－idaliba alba qubciri ili iJen 
12 deilri yi JalbariJu hiri’er ogiin atuqai gek-
13 degsed aJu’ui edii’e ber bo’esi uridan-u 
大元ウルス命令文の害式
図2 成宗テムル・ 1301年発令聖旨の全体写真（照那斯冨 1991より）
14 Jarliq-un yosu’ar aliba alba qubciri i-
15 Ii邑Jendei.ri-yi JalbariJu hiri’er凸ー
16 giin atuqai gen Cal-ba-da qariyatan Gon rge-1-iin 
17 oron-a Sam-grub-si白－kiteri’iten o!On dharnicid 
18 da bariJu yabu’ayi 
19 Jarliq 8gbei eden-ii stimes-diir geyid 
20 dir anu elcin by ba’utuqayi ula si-
21 ’isi by barituqayi can tamqa b官 8gti-
22 gei siime-de ele qariyatan qaJar usun 
23 baq tegirmed ya’ud keJ-i anu buliJu 
24 tataJu by abtuqayi ede basa dharnicid 
25 Jarliqtan gejii yosu iige’i ii-
26 !es by iiiledtiigei iiledi’es i
27 ili’i ayuqun myd 
28 Jarliq man-u hiiker Ji! qabur-un dumdadu zara-yin qo-
29 rin tabun-a Tay-
30 du-da bygiii-
31 dir bicibei 
01 とこしえの天の力に、←一一一一「
02大威霊の輝きの加護に、－一一」 権限付与
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03カーンなる我らがおおせ。 発令者名（lntitulatio）と型宣言
04 諸軍のノヤンたちに、一一一一「
05 軍人に、諸 ｜ 
、」ふ，ト通知先（Publicatio)06 城のダルガたちに・ノヤンたちにJ
07行き往く使臣たちに、聞かしめる I 
08おおせ。
38 
正統性の表示
背景説明（Narratio)
指令1(Dispositio-1) 
(to lnscriptio) 
発令対象者（lnscriptio)
????
指令2(Dispositio-2)
(to Publicatio) 
チンギス・カンの、並びにオゴデイ・カー ンの、並びに
セチェン・カーンのおおせにおいて
仏僧たち・ネストリウス教士たち・道
11士たちは、全ての貢納・畜税を見ず
12天を崇拝して祝福を与えておれ、と言われ
13たのであった。今であっても以前の
14おおせに従って全ての貢納・畜税を見
15ず、天を崇拝して祝福を与
16えておれと言って、ツェルパに属するゴンゲルの
17地方に（居る）サムジュプ＝スインキを長とするタルニチたち
18に保持すべき
19おおせを与えた。これらの寺々に、彼らの家々
20に使臣たちは泊まるな。駅伝馬・糧
21食をつかむな。地税・商税を課す
22な。およそ寺々に属する耕地・
23掴林・ひきうす（など）彼らのいかなるものをも奪ったり
24徴発したりして取るな。これらまたタルニチたちは、
25おおせを持つ者たちだ、と言って道理なき事
26事をするな。すれば、
27恐れないのであるか、彼らは。
28我らがおおせは、ウシ年春の中の月の二十一「
29 五日に大 ｜ 
ト一一一一結びの定型30 都に居る ｜ 
31 時に書いた。一一」
威嚇文言
09 
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権限付与、発令者名（lntitulatio）と型宣言：I.01-03 
従来、命令文の「冒頭定式」と位置づけられてきた部分である。本稿では
命令文の型宣言（聖旨・令旨・諮旨・法旨）に注目し、以下の4タイプに分
類する。
タイプl：大カーン発令の聖旨［2,4ム7～11,14～22,26,27,30,31,33,34,36] 
mgngke tngri-yin kiiciin-diir とこしえの天の力に、 長生天気力裏
yeke suu Jali-yin ibeger吋 ir 大威霊の輝きの加護に、 大福！蔭護助裏
qayan Jarliy manu カーンなる我らがおおせ。 皇帝聖旨
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タイプ2：大王・諸王発令の令旨［13;3, 12, 32)9) 
(mgngke) tngri-yin kiiciin-diir （とこしえの）天の力に、
qayan-u suu-dur カ｝ンの威霊に、
hay-!fan nay-ning 1an ige manu 海山懐寧王なる我らがことば。
タイプ3：女性皇族発令の麓旨［23;25] 
m日ngketngri-yin kiiciin-diir とこしえの天の力に、
qayan-u suu-dur カ｝ンの威霊に、
yon-tay yiw’iJi manu 皇太后なる我らが愁旨。
タイプ4：帝師発令の法旨［24]
qayan-u Jarliy-iyar カー ンのおおせによって、
disi c発令－者名）faJi manu 帝師（発令者名）なる我らが法旨。
（長生）天気力裏
皇帝福騒裏
海山懐寧王令旨
長生天気力裏
皇帝福藤裏
皇太后繋旨
皇帝聖旨裏
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帝師（発令者名）法旨
シューはこの冒頭定式を（1）賛辞（Apprecatio) ( 2）権限付与（3）祈願
(Invocatio) ( 4）発令者名 (Intitulatio）と型宣言、と分類する10）。しかし、先
ず（1）の賛辞orμsvasti siddham r吉祥あれかしjは1440年にギャンツェ rGyal
rtseのチヨエギャル Chosrgyalが発令したチベット語命令文11）の冒頭に付
されたものであり、大元ウルス発令チベット語命令文には見られず、本稿
で扱うモンゴル語命令文にも現われないので割愛する。次に、（2）権限付
与（タイプ4の形式に相当）と（3）祈願（タイプ1～3の形式に相当）は、チ
ベット語命令文12）冒頭においても、本稿のモンゴル語命令文官頭において
も同一文書に同時に現われる例は無い。つまり両者は互いに相補う分布を
示している。それゆえこれらは共に文書における権威の所在を示している
と見なすべきである。
以上の分析より、シューの分類のうち（1）賛辞（Apprecatio）は除外され、
(3）祈願（Invocatio）は（2）権限付与に吸収される。いわゆる「冒頭定式Jは
2行或いは3行から成り、最初の1行或いは2行によって当該発令がいかな
る権威付けを持っかが明示され、続く 1行によって発令者の表示と発令の
タイプが宣言されるのである。その特徴は2点ある。第1に皇族（タイプ1～
3）と皇族以外（タイプ4）では権威の拠り処が異なる。皇族は必ず「（とこし
40 
えの）天J(m~mgke) tngriを最初の権威の拠り処とするが、帝師が発令する
法旨は「（とこしえの）天jを拠り処にすることができない。皇族以外の発令
おおせ
者は原則として大カーンの「聖旨jのみを権威の拠り処とできる。
もう 1つの特徴は、大カーンとその皇族は共に「（とこしえの）天jを第一
の拠り処とした上で、第二の拠り処に大カーン以外の皇族は「（在位）カーン
の威霊jを挙げる点である。一方、この第二の拠り処として大カーンの発令
では yekesuu Jali-yin ibegen「大威霊の輝きの加護Jが挙げられる。この表
現の使用は大カーンの発令に限られている。なお、クピライが1260年に即
位した当初の聖旨にこの表現は見られない13）。第2行の表現が1260年以前
にクピライ以外によって用いられた例は無いので、この表現の挿入による二
段構えの権威付けを考え出したのはクビライ自身であろう 14）。
冒頭定式において、在位カーンの実名は避議される15）。この原則は全件
を通じて遵守されている。クピライの即位以前に発令された白話風漢文令
旨の冒頭において、「蒙寄皇帝福麿裏J(1257年鹿邑！孫太清宮カイドゥ令旨
碑）と大カーンの実名が表示されるのと対照的である。
在位カーンを始めとする発令者の比定は「正統性の表示jにおいて先例
カーンが列挙されていれば容易だが、列挙されない場合（[29］、［36］）、発
令者の決定には登場人物や地名による年代比定が必要になる16）。
通知先（Publicatio): I.04-07 
通知先とは、発令対象者に関わる管轄機関ないしは人物であり、発令対
象者は当該文書の「指令1Jで述べられる諸権限をこの通知先に対して行使す
ることができる。大元ウルス発令モンゴル語命令文では、通知先として「諸
城・諸集落のダルガたち・ノヤンたちJ「往来する使臣たちJ「諸軍のノヤン
たち」「軍人たちJ「仏僧たちJ「仏僧の頭目たちJ「人々 Jが多く挙げられる。
「宣撫たちJ「トドカウルJ「峠の守備人たちJ「中書省・枢密院・御史台のノヤ
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ンたちJr行中書省・行御史台・宣慰司・廉訪司のノヤンたちJr内外大小衛
門のノヤンたちJ「各アイマクの頭目たちj「多くの道士たち」「万戸長たち」
「千戸長たちj「百戸長たちjなどが記される例もある。
発令内容： I.09・27
発令を内容別に見ると、仏教寺院・道観など宛てに免税特権を付与する
ものが36件中30件と圧倒的に多く、そのうち22件は碑刻である。その理由
は、特権を付与された寺観側が通知先として示された在地の管轄機関或い
は往来する使臣らに対して、特権内容を明示するため文書を碑に刻して配
置したためと推察される。残る6件のうち［6］はテキストの文脈が意味をな
さないので措くとして、 4f牛はチベットにおける仏事の挙行命令［23、36]
と任官指令［29、35］であり、これらは文書原物のかたちでチベットから発
見されている。やや内容を異にするのは、寺院への財産寄進と共に一族郎
党の平安を祈願した雲南王アルグのウイグル字モンゴル語令旨碑［32］であ
る17）。
正統性の表示・背景説明（Narratio): I.09・13
上述の30件の免税特権付与型命令文では、大カーンの代替わりに伴って
先代の特権内容を継承する文言が必ず附される。その形式は、先ず先代諸
カーン名が列挙され、次いで先代の与えた特権の受益層（仏僧たち、ネスト
リウス教士たち、道士たち、ムスリム識者たちなど）と免税特権の内容が提
示される。つまり、本命令の発令に至る事情か説明されているわけである。
指令1(Dispositio-1, to lnscriptio) : I.13-16 
該文書で発令対象者が受ける命令の内容。免税特権付与型命令文では、
免税特権の内容（[ 11］の例では、全ての貢納・畜税の免除）は記されるが、
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特権の受益層については具体的に提示されずに edi’eber bo’esi uridan-u 
Jarliq-un yosu’ar「今であっても以前のおおせのきまりに従って」という常套
表現が使われ、背景説明（Narratio）で、先代諸カーンの与えた特権を受け継ぐ
意志が示される。この常套表現は何を意味するのだろうか。実は大元ウル
ス命令文全体を通して免税特権の受益層に「仏僧たち、ネストリウス教士た
ち、道士たち」は例外なく含まれるが、 dasman「ムスリム識者」については
歴代カーンによって対応が異なるのである18）。例として、英宗スイデイバ
ラの聖旨［26］と次代の泰定帝イスンテムルの聖旨［28］を見てみよう。泰定
帝イスンテムル発令の聖旨は、「チンギス・カンより英宗スイデイバラに至
るまで先代諸カーンの与えた聖旨において、仏僧たち、ネストリウス教士
たち、道士たち、ムスリム識者は特権の受益者であった」とし、「今であっ
ても以前のおおせのきまりに従って、すべての貢納・畜税を見ずに」と述
べるが、「以前のおおせjであるスイデイバラ聖旨を実際に見ると、受益者
にムスリム識者は含まれていない。スイデイバラ統治下で発令されたダギ
皇太后諮旨［25］でも同様である。つまりイスンテムルは先代の発令内容を
柾げてまで「以前のおおせのきまりに従ってjという表現にこだわったこと
になる。この表現は、先代諸カーン名を列挙し、当代においても先代の「お
おせjが尊重されることを表明することによって、大カーン位がチンギス以
来、歴代カーン位を経て当代にまで正統に継承されてきたことを強調して
いるのであろう 19）。
発令対象者（lnscriptio): I.16・17
該文書の受取人。（人名）”dabariJu yabu’ayi Jarliq 8許可f（発令対象者）に
つかみ続けるところのおおせを与えた」という表現は、発令対象者が該文書
を保持し続け、必要に応じて通知先に対して開示することによってその効
力を持続させる意と解釈し、「保持すべきおおせを与えたjと訳す20）。なお
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発令の交付理由が発令対象者の新規就任にかかる場合には、 （人名）・uoron-
a （人名）－durr （旧任者）の替わりに（新任者）にjと表現されることがある［313,
51s］。
ここでは発令対象者への交付物も指定される。多くの場合fおおせを与え
た」とのみ表現されるが、変種として「altamqatayi bicig 8gbei （朱印入りの文
書を与えた。）」がある［1211］。交付物が明記される例として、泰定帝イス
ンテムルが発令した万戸長の任官書があり、 ryekegere （パイザ）、 Jarliq（お
おせ）、 tamqa（正n章）Jの3点がセットで交付されたことがわかる［29o4］。
指令2(Dispositio-2, to Publicatio) : I.19・24
指令2は該文書で通知先として指定された管轄機関や人物が受ける命令の
内容である。特権付与型命令文では、管轄機関や人物が発令対象者の特権
を犯す行為を禁止する文言が記される。稀に発令対象者への命令が記され
ることもあるが、その際はtaber～「おまえたち（名前）はJという表現で命
令が発令対象者自身に向けられたことが明示される［126, 231, fog, 2030］。
威嚇文言： I.24-27 
通知先たる管轄機関に対して指令2を遵守するよう威嚇する文言として、
en巴IJarliq-i eyin diilqaqdad bμ,riin ili kμ,yici-/-'ekiin haran註li’aayuqun. 
[2901］「このおおせがこのように聞かしめられている状況下で、行な
わざる者は恐れざるか！J 
eyin I ke'iilii’ed biiriin busi bolqaqun haran ili['i] I ayuqun. [2421］這
般／教諭了町、別了的人、他更不伯那什度。「（この法旨が）このように
言わせている状況下で違える者は恐れざるか！」［cf.23九 25同］
がある。
発令対象者が指令1で付与された権限を違えたり悪用することに対する
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威嚇の文言には次の2つのパターンがある。①は［11］のタイプである。
①「おおせ（＝お墨付き）を持つ者たちだ、と言って道理なき事ごと
をするな。すれば恐れないのであるか、彼ら（＝発令対象者）は。」
② i！巴ー／－d’esibidan司aocidkiin. ker ber geriin I bida uqad Je. [Sss] 
倣珂／目白毎根底奏者。不棟窓生珂／日自毎識也者。
「（道理なき事ごとを）した場合は、（通知先たる管轄機闘が）我々（発令
者）に奏上せよ。（発令対象者が）どのように言い訳けしても我々にはお
見通しだぞJ[cf. 135, 2039, 2913) 
結びの定型（発令年月日と発令地） : I.28・31
発令年はクピライから仁宗アユルパルワダ治世に至るまでは全て12年動
物周期のみで示されるが、英宗スイデイバラ以降は元号と12年動物周期が
並記される（［26][27][28][30][31][32][34][36］）。それゆえアユルパル
ワダ治世以前は発令者が特定できても発令年の候補が複数挙がることがあ
る［7］。月は四季それぞれが初・中・末に分けられ、日は十進法表記で、共
に一貫して中国式である。
なお、全ての文書原物において印璽は通知先と結びの定型上に押され、
発令内容を挟んで左右対称形をつくる。そして発令内容の行頭部分に1～
3ヶが発令文の長さに応じて等間隔で押される（図2参照）。
冒頭定式3行に続く通知先は3行分のみの行頭が半分以下にまで下げられ
る。通知先の内容が続いていても7行目は冒頭定式と同じ高さから書かれ
る。結びの定型もこの通知先3行と同じ低さで記され、内容が3行に納ま
らない場合はやはり直前の行（！.28）から書き始められる。これは文書とし
ての外見上の対称形を保持するためであろう。
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3.改行形式による権威の序列付け
前節の分析により、各命令文はその冒頭部分において何を権威付けとし
て利用しているかが示されており、そこでは厳格な用語の使い分けがなさ
れ、発令の権威付けとして利用できる対象は発令者のランクによって厳密
に定められていることが判明した。そこで次に、各命令文の冒頭形式のう
ち大カーン以外の発令（タイプ2～4）では、いずれも発令者の行頭か清行よ
り一段下げられている点、すなわち改行の形式に注目してみよう。
ところで、文書原物が碑に刻され、さらに編纂史料に著録される過程で
最も改変を被りやすいのはこの改行形式である。しかし現時点では文書原
物と碑刻の両形態で伝存する命令文は見つかっていないので、いかなる改
変がなされたかを直接検証する手だては無い。それゆえ、ここでも分析の
出発点は文書原物に求められるべきである。
改行によって文書中の敬うべき語を行頭に配置する手法は、漢文文書に
おける拾頭（改行して行頭に配すると共に前行より高い位置から書き出
す；一字拾頭、ニ字拾頭のごとく、何文字分高めるかによって敬意に段階
を設けることができる）と平出（改行して行頭に配し、前行と同じ高さか
ら書き出す）が知られている。本稿で扱う12点のモンゴル語命令文原物の
うち写真が公表されている8点は、改行形式に着目すると以下のように分類
される。
聖旨［4,11, 16, 17, 26, 36] （図2参照）
全て平出により、拾頭は見られない。冒頭定式3行はみな平出され、発
令内容中で平出されるのはJarliqrおおせJ，「チンギス・カンjを始めとする
先例カーン名，d拍rir天J'sakyamuni burxan「釈迦牟尼仏Jのみである。こ
のうち、 denri「天」は平出されないこともある［11!5]21）。
麓旨と令旨［23,13] 
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1320年発令のダギ皇太后麓旨［23］の場合、冒頭定式のうち権威の所在を
示す第1行（天）と第2行（大カーン）のみが拾頭され、第3行yon-tayヴiw’iJi
manu以下はすべて同じ高さで平出のみが使われる。発令内容中で平出され
る語は’汀i「麓旨jのみである（ただしこの麓旨は特権付与型ではなく仏事挙
行命令なので、先例カーン名は列挙されず、「天Jも現われない）。
1305年発令のハイシャン令旨［13］の場合、冒頭定式の最初の2行の拾頭
はダギ皇太后議旨と同じであるが、発令内容中に拾頭と平出の両方が見ら
れる。拾頭されるのはJi崎isqan「チンギス・カンJ,secen q亙nfセチェン・
カーンJ,qiin-u Jarliq「（今上）カー ンのおおせ」の3語で、拾頭の高さは冒頭
の2行と等位である。一方、平出されるのはbicig「文書J'sakyamuni「釈迦
牟尼J,deilri「天jの3語で、高さは第3行の hay-fanyl}ay-ning l}ail「ハイシャ
ン懐寧王Jと等位である。以上の分析よりモンゴル語命令文の文書原物にお
ける改行形式は次のようにまとめられる22）。
①聖旨は全て平出形式を持ち、拾頭するものは無い。すなわち改行によ
る聖なる語の扱いに差は無い。
②諮旨と令旨においては「（とこしえの）天Jと、大カーンに関わる全て
（カーンの威霊、先例カーン名、今上カーンのおおせ）が拾頭によって権威
付けされ、命令文の発令者たる皇族及び仏教的権威は同じレヴェルで平出
される。これによって、 2段階の序列がつくられる。
おわりに
本稿の目的は、大元ウルス領域内で発令された36件のモンゴル語命令文
の書式を分析することにより、 「大元ウルス書式Jとして定型化し得る指
標を抽出することであった。検討の結果、シューによる命令文の要素分析
のうち冒頭形式の「とこしえの天の力にjという表現は単なる祈願文では
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なく、大カーンと皇族だけが使用し得る権威の象徴なのであり、冒頭形式
は大元ウルスにおける権威の序列を示していることが判明し、さらにその
権威の序列を明示するために文中でも改行形式が厳格に守られている点が
指摘された。このことは、各命令文の発令時における共時的な統治形態が
「とこしえの天一一大いなる威霊が持つ輝きの加護一一大カーンの威
霊Jという権威付けの序列を持っていたことを示している。もうひとつの
定型化し得る指標は、 「以前のおおせのきまりに従ってjという表現を用
いることによって、チンギスに始まるモンゴル大カーンの正統が大元ウル
スの歴代統治者に継承されていることを誇示するという、通時的な統治形
態へのこだわりが見られる点である。逆に言えば、大カーンの正統を継承
するという強い意志が働いていたからこそ、大元ウルス期を通じて命令文
の書式に目立った逸脱が見られなかったのであろう。
今後の課題として、このような大元ウルスの支配理念は大元ウルスだけの
ものなのか、或いはモンゴル的統治形態としてユーラシア全体に普遍化でき
るのかを、他の各ウルスにおける命令文が掲げる権威の内容と比較して検
討する必要がある。同時に、クピライ登位以前の統治形態との比較によっ
て、大元ウルス書式の来源を探る必要もあろう。本稿は、いわゆるモンゴ
ル帝国の分裂後も大元ウルス大カーンが他のモンゴル諸ウルスに対して正
統性と権威を維持していたかどうかを探求するための第一歩なのである。
注
1）杉山 l990a, pp. 3-4. 
2) 中村・松川 1993,pp. 15-22. 
3) 本稿におけるモンゴル語のロー マ字転写は、ウイグル字・パスパ字ともリゲテイ
式転写（transcription）を用いるが、 jarliy（ウイグル字： jrly，パスパ字： jarliゅのご
とく両者を折衷した転写を用いることもある。 qayanI qanについては［カー ン」と
統一表記する。
4 a）中村 1993,p. 64. 
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4 b）しかしながら、この対訳が中央官庁でモンゴル語命令文が起草される段階で同
時に作られたのか、それとも発令先で蒙古誇史が作成したのか、詳しいことはわ
かっていなし3。See杉山 1990a,pp. 11-13. 
5) Pelliot 1949. 
6) 主なものとして、 Kotwicz1934，田中 1962，海老沢 1976,Schuh 1977, rpHropb巴B
1978, 3orpaφ1984，杉山 1990a,1991，小野 1993がある。
7) リストの［35］についてはテキストを参照することができなかった。作成にあ
たって、杉山1990a論文の「附．命令文リストJ（計20件）を一部転載している。なお
本稿執筆に当たり、筆者はパーソナル・コンピュータを利用して全テクスト中に
現われる計5738語について文脈付き索引を作成し、分析に利用した。
8) JinZhou(ed.) 1981より転載。カラ｝写真のため朱印であることがわかる。キヤ
プションは本文書がパスパ字で、あると記すのみ。写真右側は［4］である。
9) [ 12, 32］については、第l行冒頭のn即時ke「とこしえのJが欠けている。この型
の冒頭形式は漢文のものが3点（See杉山 1990b,p. 97）あり、チベット文のものも
1点（「シャルゥ文書」 X;See Tucci 1949, pp. 753-754）知られているから独立し
た冒頭形式として立てるべきであるが、現時点では留保しておきたい。
10) See Schuh 1977, pp. 164-168. 
11) s田 Tucci1949, pp. 745-746, 666-668. 
12) 「シヤルゥ文書」 I～X See Tucci 1949, pp. 747-754, 670-672. 
13) モンゴル語テキストで確認できるのは少林寺聖旨碑第2裁［1］のみだが、白話風
漢文史料には3例が確認される。 Cf.中村・松川 1993,p. 17. 
14) この点で、薬1955,1s・ (p. 16) r一二五O年盤底大重陽高霧笛聖旨碑（六）jの冒頭
定式「天地底気力裏、大福！蔭護助裏、調呈呆帯太子令旨jは、クピライ登位以前に
「大福！蔭護助裏jという表現をメルギデイ太子が使用していたかのようだが、これ
は録文ミスで、拓影に依れば「天地底気力裏、大福騒裏、弥里呆帯太子令旨jが正
しい。 See北図 vol.48, p. 17. 
15）単にqayan/qin rヵーン」或いは剖ii'eqiin「今上カー ンJ[ 12s］と表現される。
16) 碑刻の場合は命令文と共に立石に関わる情報が刻まれていることがあり、これ
が年代比定に役立つ。例えば［9］が成宗テムルの発令であることは先例カーン名の
列挙がクピライで終わっていることからわかるが、発令年ウマ年は在位中に2回
(1294年と1306年）あるため、両方の可能性を考えねばならない。しかしこの碑の
場合、現地で実際に碑石に接したところ、碑陰に「大徳三年｛西暦1299年】立石」と
あることが確認できたため1306年の可能性はなくなった。l
17) この令旨の冒頭定式はタイプ3と合致するが、大元ウルス大カーンの権威を標
携しながらも公用のパスパ字でなくウイグル字が使われている点は注目に値す
る。或いはパスパ字の通用範囲は大カーンの取り巻きレヴェルに限られたもので
あり、諸王の発令する令旨においては必ずしも拘束力を持ち得なかった証左かも
しれない。
18) See中村・松JI1993, pp. 20-21. 
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19）先例諸カーン名の列挙については、中村・松Jl1993, pp. 19, 21を参照。
20) チベット語やウイグル語命令文における同様な表現との比較検討については、
中村・松川 1993,pp. 75-76を参照。
21) モンゴル語命令文においてdenri-yi JalbariJu r天を崇拝してjという表現中の
denriは、文書原物においても碑刻においても改行の対象になることとならないこ
とカfある。
22) これに対して、モンゴル諾命令文の碑刻（計23件）における改行形式はより多様
で、聖旨で平出形式を持つもの［1,2,5,7,8,9, 10, 15, 18,20,21, 22, 30, 33］以外
に拾頭形式のみを持つもの［19,31,34］があり、議旨・令旨・法旨で平出と拾頭形
式を合わせ持つもの［3,13, 24］以外に拾頭形式のみを持つもの［12, 25, 32］があ
る。ここで注目すべきは、蒙漢合壁聖旨碑（計17件）における漢文面の改行形式が
全て拾頭のみに拠っている点であり、モンゴル文の平出形式が漢文面では必ず拾頭
形式に置き換えられる点である。さらにその際、モンコ9ル文で、は平出さえきれな
い語が漢文面では一字拾頭、二字拾頭という手法によって拾頭される例がある。
（少林寺聖旨碑の第2、第3裁［1, 2］のモンゴル文面において当時の仏教界の権威で
ある「パスパ・パクシjは改行の対象になっていないが、漢文面では冒頭定式と先
例皇帝名、「聖旨j「天j「懇迦牟尼悌jが二字拾頭、「八合恩巴八合赤」は一字拾頭さ
れ、より厳密に序列が表現される。）こうした改行形式の不一致が文書原物の段階
ですでに存在していたのか、それとも刻石時に新たに導入されたものであるかはな
お検討を要するが、漢文碑のみで、伝存する史料を扱う際には留意すべきであろう。
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